
- 1 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

2026年 3月 13日・第 2111号・第 2112号 

・ 

事務所  〒590-0940堺市堺区車之町西2丁1番30号 ポピア南海3階302号 

Tel（072)223-2300番  Fax(072)223-5005番 

U R L    : https://www.sakai-kita.jp/ 

E-mail  ： snrc＠jasmine.ocn.ne.jp 

例会日 毎週金曜日 午後0時30分  

例会場 南海グリル 天兆閣別館 4階「ローズ」 Tel:(072)222-0131番（代表）  

ガバナー(第2640地区)  ： 北野 治義 

ガバナー事務所  U R L  ： http://rid2640g.com/kitano/  

E-mail ： kitano@rid2640g.com 

会長：池永隆昭  幹事：鶴 啓之  広報委員長：田口 隆  編集者：池田茂雄 

 

創立 1980年 10月 8日 

第 2640地区 堺北ロータリークラブ週報 

四つのテスト 言行はこれに照らしてから 1.真実かどうか 2.みんなに公平か 3.好意と友情を深めるか 4.みんなのためになるかどうか 

本日の例会 

 

時間 

 

2026年 3月 13日(金)第 2113回 

卓 話 「保護者と離れて暮らす子どもたち」 

卓話者 児童養護施設 清心寮  

      副施設長 横山 泰直 様 

紹介者  社会奉仕委員長 中田 学 

今週の歌 「君が代」「 奉仕の理想 」 

     「バースデーソング」 

お客様の紹介・出席報告・会長の時間・ 

委員会報告・幹事報告・ＳＡＡ報告  

〇会員・奥様誕生祝い（３月度） 

北側一雄会員 古川永里子会員 

北村はる奈様 𠮷村佐代子様  

〇結婚記念祝い（３月度） 

奧原史成会員    

〇皆出席表彰（３月度） 

笹山悦夫会員（第１３回） 

前回までの例会 

2026年 3月 6日(金)第 2112回 
「出羽海部屋ちゃんこ例会」  

１８：３０～ 於：祥雲寺  

 
 
 
 
 
2026年 2月 27日(金)第 2111回 

卓 話 「 我が人生 パート３ 」 

卓話者  会員 城岡 陽志 

今週の歌 「 日も風も星も 」 

     「 早春賦 」 

お客様の紹介・出席報告・会長の時間・ 

委員会報告・幹事報告・ＳＡＡ報告  

 

 

 

2025-26年度 国際ロータリーのテーマ 「 よいことのために手を取りあおう 」 

                      国際ロータリー会長 フランチェスコ・アレッツォ （イタリア  /   ラグーザRC） 

次回の例会 

 

時間 

 

＜３月６日(金)の出席報告＞ 
会 員 数             31名 
出席会員             17名 
欠席会員             14名 
ご家族              28名 
ゲスト               1名 
ビジター              0名 

2026年 3月 29日(日)第 2114回 
「春の親睦家族会」 

旧堺港ウォーターフロントの魅力再発見 

（クルーズとウオーキング） 

９:４５南海本線堺駅前（西口側ロータリー） 

3 月 27 日（金）の例会は上記夜間例会へ変更いた

します。 

＊3月 20日（金）は祝日休会です。 

＜２月２７日(金)の出席報告＞ 
会 員 数             31名 
出席会員             21名 
欠席会員             10名 
準会員               0名 
ゲスト               0名 
ビジター              0名 
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「 我が人生 パート３ 」 

              会員 城岡 陽志  

 

四十五歳前後、私は仕事におい

て絶頂期にあると自負していまし

た。売上も利益も計画通りに伸び、

社員の確保も順調。努力が実を結

び、経営者としての自信は確信へ

と変わりつつありました。今思えば、その自信

は慢心へと傾き始めていたのかもしれません。

そんな時に起きたのが、後に私の人生観を大き

く揺さぶることになる「コクヨ事件」です。 

発端は、顧問先の会計事務所に勤める青年会議

所仲間の片山君からの一本の電話でした。 

「生野の顧問先が大変なことになっている。す

ぐ来てほしい」。夕暮れ時に訪れた富士文具の工

場は、200 坪ほどの建屋に灯りもなく、整然と並

ぶ二十台ほどの画びょう製造機が不気味な静け

さを漂わせていました。事務所の片隅には老社

長がぽつんと座っていました。 

事情を聞くと、いとこの専務が社員十名ほどを

連れて独立し、工場は事実上空洞化。倒産寸前

の状態でした。富士文具はコクヨの下請けとし

て、画びょうや名札入れなどの小物文具を製造

してきた会社でした。片山君は「毎期六千万円

の利益を出してきた優良企業だ。立て直せば手

に入る可能性もある」と私を鼓舞しました。私

はその言葉に強く心を動かされました。 

翌日、私はコクヨを訪ねました。常務からは

「市場で欠品が出ている。独立した会社からは

買えない。君たちに頑張ってほしい。全面的に

応援する。」と言われました。その言葉に私は深

く感じ入り、十分な検討も契約の詰めもないま

ま「やります！」と即答してしまいました。 

ここから、三年間に及ぶ苦闘が始まったのです。 

まずは製造再開です。画びょう製造機はプレス

機に似た構造でしたが、扱える人材がいません。

縮小中の会社から技術者を招き、その知人も含

め二名を確保。彼らは見よう見まねで試行錯誤

を重ね、ようやく製品らしいものが出来始めま

した。 

しかし、問題は外にもありました。姫路の下請

けグループは独立した専務側と結託しており、

私の参入は彼らの計画を崩すものでした。交渉

の席で突然首を絞められるという騒動も起こり

ました。命の危険すら感じる出来事でしたが、

最終的にはコクヨが間に入り、供給体制は維持

されました。 

その後も波乱は続きました。老社長一族との軋

轢、娘婿の参入による不穏な動き。私たちは先

手を打ち、工場を生野から堺へ移転させました。

本業を終えた社員全員で生野へ移動し、夜遅く

まで梱包作業を続ける日々が一年近く続きまし

た。夜食にパンと牛乳を用意すると「もったい

ない」と叱責されることもありました。社員の

疲労は限界に近づき、引き抜きの噂が飛び交い、

相互不信が蔓延しました。 

私は次第に精神的に追い詰められていきました。

本業と再建の両立、周囲からの疑念、将来への

不安。裁判所からの呼び出しもあり、何が現実

で何が自分の思い込みなのか分からなくなるほ

どでした。さらに、弁護士を名乗る人物から

「四千万円を支払うから手を引いてほしい」と

持ちかけられました。私は激昂し、「金が目的で

はない」と拒絶しましたが、冷静さを失ってい

たのも事実です。 

当時、私は「必然必要」という言葉を自分に言

い聞かせていました。目の前の困難は、神が与

えた試練であり、乗り越えるべきものだと。 

しかし、理屈では整理できない不信感と疲労が

積み重なり、やがて限界を迎えました。 

三年間の苦闘の末、私は撤退を決断しました。

在庫を返却し、社員の意思を尊重しました。残

ったのは大きな疲労と深い反省でした。 

振り返れば、最大の誤りは、目的と契約条件を

明確にしないまま感情で突き進んだことです。

善意や意地だけでは事業は成り立ちません。成

功報酬を受け取り、社員に還元するという選択

肢もあったはずです。それすら出来なかった未

熟さを、今も苦く思います。 

しかし、この経験によって私は、人の本質、組

織の力学、そして自らの弱さを学びました。 

慢心は崩れ去り、経営とは覚悟と冷静さの両立

であることを知りました。 

人生は本当に分からないものです。あの三年間

がなければ、今の私はありません。 

失敗もまた、人生の糧であると静かに受け止め

ています。 

 

 

卓 話  (2月 27日) 
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          会長 池永 隆昭 

 

皆様こんにちは。2/27 会長の時間で

す。  

先日、タイ ノンケーム RC 様より連

絡があり、8～9 名で来日の予定がある

そうです。  

詳しい日程、来日される方の氏名、宿泊先等は 

後日 改めて連絡があるそうです。  

2 月にタイ訪問時には大変お世話になりましたの

で、精一杯 お返しをしたいと思いますので ご協

力お願いします。  

 

 

 

社会奉仕委員会 

「＂ダメ・ゼッタイ“募金の報告」 

             社会奉仕委員長 中田 学 

 

２月度の「ダメ ゼッタイ」募金を

例会にて行いました。 

募金金額１５，０００円でした。皆様

のご協力に感謝いたします。 

今回は久世福商店のご飯のお供でした。 

 

 

「春の仁徳天皇陵清掃活動の報告」 

社会奉仕委員長 中田 学 

 

３月８日（日）仁徳天皇陵清掃活動がありま

した。その日は晴れてはいましたが、冬の寒さ

が戻ったような中の活動となりましたが、会員、

ご家族、会員友人、併せて 19 名でした。残念な

がら、ガールスカウトさんは今回行事が重なっ

ていました。皆さん、寒い中ご協力ありがとう

ございました。 

  

 

会員増強委員会 

「第 2回会員増強委員会会議のご案内」 

会員増強委員長 平野 祥之 

 

来る5月29日の拡大例会に向け

て、標記の会議を開催し、ご意見賜り

たく、ご多用のところ恐れ入ります

が、皆様ご出席くださいますようお願い申し上

げます。 

          記 

日時： ２０２６年４月２４日(金) 例会終了後 

場所： 例会場（南海グリル 天兆閣別館4F） 

委員会メンバー： 

城岡、北側、田口、吉村、奥原、杉山、古川、

佐藤、萬代、平野（敬称略） 

 

 

 

（１） 配布物 

・週報  ・卓話資料 

・ロータリーの友２月号 

 

（２） 例会休会のご案内 

３ 月２０ 日（金）は、祝日のため休会となっ

ております。お間違いなきようお願いいたしま

す。 

 

（３） 例会変更のご案内 

３月２７日（金）の例会は３月２９日（日）

「春の親睦家族会」旧堺港ウォーターフロント

の魅力再発見（クルーズとウオーキング）へ変

更いたします。ご参加の皆様は９:４５南海本線

堺駅前（西口側ロータリー）へご集合ください。 

 

（４） 国際ロータリー台北大会  

地区ナイトのご案内 

地区オンツー・台北委員会より、国際大会にて、

右記の通り地区ナイトを開催されます。お申込

みはクラブ事務局までお願いいたします。 

      記 

日 時  ２０２６年６月１３日(土) 

 受 付 18:00 より 19:00 開宴 

場 所  台北市内 典華（Denwell）大直典華  

(ホテル) 

台北市中山区植福路８号 

服 装  男性はジャケット着用(ノーネクタイ) 

費 用  ２５，０００円 

締 切  ２０２６年３月３１日（火） 

募集人員 １４０名（先着順） 

 

 

 

 

会長の時間 (2月 27日) 

委員会報告 

 

 

時間 

 

幹事報告 

 

 

時間 
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池永隆昭会員 池永です。 

北側一雄会員 タイ訪問、お疲れさまでした。城

岡さんの卓話、楽しみです。 

嶽盛和三会員 例会後次年度理事会簡単に開催し

たく存じます。次年度理事役員の

方、ご協力お願い致します。 

鶴 啓之会員 城岡会員、本日の卓話よろしくお

願いいたします。 

中田 学会員 城岡会員、卓話たのしみです。 

畑中一辰会員 タイ、フィリピン、新潟と2月は忙

しかった。フィリピンではナイス

なキャディーとアンブレラガール

のおかげで９０で廻れました。楽

しかったです。 

吉村博勝会員 城岡会員、卓話よろしくお願いし

ます。 

ありがとうございます。早いもの

です。自分でも驚いております。 

合計３７，０００円 

◆米山記念奨学会特別寄付 

・・・濵口正義会員、嶽盛和三会員 

◆ロータリー財団寄付 

   ・・・嶽盛和三会員、那須宗弘会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月８日（日）仁徳天皇陵清掃活動の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

恒例の出羽海部屋ちゃんこ例会を開催いたしま

した。会員17名、ご家族・ご友人30名、米山奨学生

の曹さん、あわせて48名にご参加いただきました。 

翌々日の大相撲春場所が始まる前にかかわりませ

ず、美味しいちゃんこ鍋を作っていただき、楽し

い会にしていただいた出羽海部屋の親方はじめ力

士の皆さま、ありがとうございました。春場所の

ご健闘をお祈りいたします。また、会場のご提供、

準備などご協力いただきました祥雲寺さん、那須

会員に感謝いたします。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＡＡ報告(2月 27日) 

 

時間 

 

第２１１２回 出羽海部屋ちゃんこ例会 
２０２６年３月７日（金）18：30～ 

於：祥雲寺 

３月度米山奨学金授与   
曹  瑞芳  様 

 


